
1ニュースレター　京まち工房　第23号　2003年6月　編集・発行（財）京都市景観・まちづくりセンター

京まち工房 京まち工房 
パ ー ト ナ ー シ ッ プ で 進 め る ま ち づ く り

（財）京都市景観・まちづくりセンター ニュースレター

S U M M E R
情報交流誌

no. 23

菊浜小学校跡地（河原町五条下る東側）に建設された京都
市の施設「ひと・まち交流館　京都」内「京都市景観・まち
づくりセンター」が、いよいよ6月23日（月）にオープンし
ます。
「ひと・まち交流館　京都」1階には、京都のまちづくり
の歴史に楽しく触れることができる常設展示施設「京のまち
かど」があります。
地下1階にある「京都市景観・まちづくりセンター」には、
ワークショップルーム、相談室をはじめ、まちづくり工房、ま
ちづくり交流サロン、図書コーナー、事務室があります。
これまで、財団法人京都市景観・まちづくりセンターでは、

住民、企業、行政等様々な方々との連携や協働の取組によっ
て多くの成果を蓄積することができました。これからもそれら
の成果を財産に、また、これまで以上に成果を蓄積すること
ができるように、新しい活動拠点から、景観・まちづくり活動
が一層促進されるような多様な事業を展開していきたいと考
えています。
本財団が実施する事業に参加していただくだけでなく、景
観・まちづくり活動の主人公である住民のみなさんに、いつで
も気軽にお越しいただき、さらに新しい交流がどんどん生まれ
ていくことを願っています。
京都市景観・まちづくりセンターを、どうぞご活用ください。

応援します「市民が主役のまちづくり」
～景観・まちづくり活動の新しい拠点がオープンします～

応援します「市民が主役のまちづくり」
～景観・まちづくり活動の新しい拠点がオープンします～
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■図書コーナー
まちづくりや京町家に関する図書
をはじめ、市民活動やボランティア
活動、福祉関係の幅広い文献等約1
万冊をそろえ、貸出しを行います。
またインターネットからも情報検索
ができるよう、自由に利用できるパ
ソコンも設置しています。

■ワークショップルーム
（50人×3室、間仕切り可動）
センターで実施する景観・まち

づくりに関する各種セミナーや、
シンポジウム等の会場として活用
していきます。小人数のセミナー
から大人数のセミナーまで対応で
きます。

■まちづくり交流サロン
広々とした空間に机と椅子があ

り、常に開かれた場所になっていま
す。まちづくりに取り組む団体や
市民の方々の交流の場所として、
ちょっとした待ち合わせや打ち合わ
せなどにご活用ください。

■まちづくり工房
コピー機や印刷機、紙折機等の製
本機器、パソコンやプリンター等を
用意しています。地域の広報誌やチ
ラシ、冊子や資料作成にご活用くだ
さい。

■相談室（2室）
地域のまちづくりをはじめ、京

町家、マンション、袋路等について
相談に応じます。センター職員に
よる各種アドバイスや情報提供だ
けでなく、京町家専門相談員による
京町家なんでも相談も行います。
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京都市景観・まちづくりセンター施設の概要
平成15年6月、菊浜小学校跡地（河原町五条下る東側）にオープンする「ひと・まち交流館 京都」内の京都市景

観・まちづくりセンターの施設の概要を紹介します。

施設紹介

京都市景観・まちづくりセンター施設の概要京都市景観・まちづくりセンター施設の概要
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■「団体・活動情報サーチ」
システムとは

「団体・活動情報サーチ」システ
ムは、登録されたNPOやボラン
ティア団体等（以下、団体）の
景観・まちづくり活動の情報を
インターネットを通じて、広く
発信するシステムです。

■利用登録すると多様な情報発信が
できる情報発信機能が利用可能に
団体の活動内容や目的などの概要
の他にも、団体が実施するイベント
（セミナー、講演会、バザーなど）の
案内や、ボランティアやスタッフの
募集情報の発信をインターネットを
通じて、手軽に行うことができます。
登録された情報は、当センターの
ホームページのみならず、「ひと・
まち交流館　京都」内の他のセン
ター（市民活動総合センター・福祉
ボランティアセンター・長寿すこや
かセンター）のホームページからも
見ることができます。
ホームページを利用して、まちづ
くり活動だけでなく、福祉、市民活
動など幅広い分野の、探したい団体
の情報を検索することができます。

京都市景観・まちづくりセンターの新しいホームページです。皆様ぜひご活用ください。

URL http://machi.hitomachi-kyoto.jp

■発信できる情報
●団体情報
登録団体（景観・まちづくり活動
を行うNPOやボランティア団体
等）の概要

●イベント情報
登録団体が実施する講演会、研修、シ
ンポジウム、展示会等に関する情報

●ボランティア・スタッフ募集情報
登録団体が募集するボランティア
やスタッフに関する情報

●寄付金・物品募集情報
登録団体が募集する物品、募金、
寄付金等に関する情報

●ボランティア・人材提供情報
登録団体が派遣・提供するボラン
ティア等に関する情報

●活動記録
登録団体の活動記録

■展示施設
「京のまちかど」（1F）
平安時代から現代までの京都のまちづく
りの流れを、模型、ビデオ、パネル等を活用
してわかりやすく展示しています。中央の
床面には陶板で作られた平成13年の航空
写真、中央壁面には昭和21年の航空写真
が貼られていますので、みなさんがお住まい
の地域、活動されている地域を探してみて
ください。また、室町、安土・桃山、江戸、近
代と当時の京町家・町並の様子を模型で
わかりやすく展示しています。
情報案内箱では、京都のまちづくり

の様子や暮らしの変遷についてタッチ
パネルで紹介します。

ホームページが充実!!

京都市景観・まちづくりセンターのオープンに併せて、今までのホームページ「京まち工房」の内容を充実させるとともに、市民
の皆様に活動の情報を登録していただき、それを発信する機能「団体・活動情報サーチ」を併せ持った情報システムを開設します。

開所時間、休所日

・京のまちかど
・まちづくり交流サロン
・ワークショップルーム
・相談室
・事務室

・図書コーナー

9:00～21:30（月曜～土曜）
※9:00～17:00（日、祝日）

10:00～20:30（月曜～土曜）
※10:00～17:00（日、祝日）

12/29～12/31、
1/1～1/4
毎月第3火曜日
（国民の祝日にあたる日は

翌日）

区分 開所時間 休所日

町家模型（安土・桃山期） 
 

町並模型 
（室町期） 

町家模型（近代） 
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〈展示施設平面図〉
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景観・まちづくり大学の特徴
1 市民一人ひとりが主役です

2 こどもから大人まで、いろんな立場の方が参加できます

3 「まちづくりを実践している市民」も講師として登場します

4 セミナーの根幹は「京のまちづくり史」です

5 映像、模型、インターネットなどでまちづくりを知ることが
できます

6 皆さんの地域にも出掛けます

景観・まちづくり大学　開校！
～応援します！「市民が主役のまちづくり」～

●まちづくり専門家セミナー

まちづくりを進めるには、
まちづくり専門家の皆さんの役割が重要です

専門家に必要な情報を紹介し、相互の知識を補完しあう
ネットワークの構築を目指して開催するセミナーです。

まちづくり専門家交流セミナー
まちづくり専門家登録セミナー

まちづくり専門家同士の情報交流の場「まちづくり専

門家交流セミナー」や登録専門家講座「まちづくり専門

家登録セミナー」も開催する予定です。

京都情報発信セミナー
京都のまちづくりにかかわるうえで、不可欠な情報や、

最新の研究成果などを共有するためのセミナーです。

●こどもまちづくりセミナー・学生まちづくりセミナー

京都の明日を担う、若者やこどもたちを育みます

学生まちづくりセミナー
自分たちの得意分野を生かして、地域のまちづくりに

携わりませんか。

地域住民の思いや地域のまちづくり活動に直接触れ、

地域のまちづくりについて学びましょう。

京のまち探検隊
～こどもまちづくりセミナー
「京のまち探検隊」隊員大募集

京都のまちの宝物をみんなで一緒に探しませんか？

さあ、どんな宝物が見つけられるかな？

●京町家再生セミナー

京町家について不安や悩みはありませんか？
京町家をお持ちの方、お住まいの方を対象に、改修の知

恵、賃貸借の注意点、日頃の手入れなど、様々な情報をご
紹介します。

出前セミナー
お住まいの近くで受講していただけるよう、出前セミナー

も開催する予定です。

●京のまちづくり史セミナー

京都のまちづくりの歴史を学びませんか？
先人が時代に応じて暮らしを営み、育んできた、その思

いや知恵を学ぶ講座です。

●展示案内ボランティアセミナー
ボランティアとして活躍しませんか？

多くの方々に京都のまちづくりの歩みに触れていただくこ

とができる展示施設「京のまちかど」をより深く理解してい

ただくために、わかりやすくご案内、解説するボランティア

の養成講座です。

●地域まちづくりセミナー

身近な地域まちづくりを応援します
「自分たちのまちはどんなまちか」、「どんなことができる
か、どんな方法があるか」、「まちづくりとは何か」などをま
ちづくりの専門家と共に考える機会です。

ステップアップ編
まちづくり活動にかかわる様々なノウハウについて、

実践を通じて習得するセミナーです。

基礎編
～誇りを持ち、安心して生き生きと

暮らし続けるまちづくり～
自分たちのまちの資源を再認識し、まちの将来像を考

えるセミナーです。

●京町家まちづくりセミナー

京町家の暮らしに触れ、感じてみませんか？
京町家の暮らしの工夫、京町家の歳時記、京町家を支える
たくさんの職人さんなどを知るセミナーです。
京町家を知り、触れることで、京都の大切な資源の一つを
身近に感じてみませんか。
そして、京都のまちづくりの歴史に触れてみませんか。

京都のまちづくりに関心のある人々が集い、語らい、

交流する場として、「景観・まちづくり大学」を開校し、京

都の明日のまちづくりを担う市民の活動を応援します。

講座の概要
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鏡山
かがみやま

学区
「安全で住みよい、これからも住み
続けたい、鏡山まちづくり」を目指
し、若い世代とお年寄りの方々と交
流できる「鏡山こども祭」や「鏡山
セフティパトロール」、環境のための
廃油回収やリサイクルの取組を進め
ています。学生ボランティアや、財
政支援のできる人、もののある人な
どの力をうまく借りながら取り組ん
でいけたらと話し合いました。

安朱
あ ん し ゅ

学区
マンションにお住まいの方々と一
緒に自治会活動ができればと考えて
います。まずは、山科駅前のマン
ションの「住宅部会」と自治連合会
と顔合わせをする予定です。今後、
学区内にどんなマンションがあって、
自治会に入っておられるかなども調
べていきたいと考えています。

西
に し

野
の

学区
住民同士が集まれる場として小学
校や団地の集会場、公会堂を活用し
たいと思っています。子どもを中心
にしたイベントをすれば、いろいろな
世代の人が集まっていただけるので
はないでしょうか。学区に複数ある
子ども会で協力してお祭りをするな
ど、学区全体が盛り上がるようなこ
とができればいいなと考えました。

山階
さ ん か い

学区
学区内の既存の団体をつなぐ「ま
ちづくり委員会」のような組織をつ
くりたいと話し合いました。一度、
自分たちの住んでいるまちを歩いて
みて、まちのよさを見直したいと
思っています。小さなイベントから
始めて、みんなの輪を広げていこう
と考えています。

音
お と

羽
わ

学区
公共バスが走らない地域があるの
で、学区内のボランティアで運営す
る循環バス「ぐるり音羽号」ができ
ればと思います。
学区内にある「さくらひろば」や、

「みんなのひろばにする会」で交流を
図っていますが、今後もっと学区内
の交流を深めるための取組を考えてい
きたいと思っています。

大塚
お お つ か

学区
「住みよい、明るいまちづくり」を
目指してまい進したいです。不法投
棄が多いので、環境美化推進委員会
を立ち上げ、美化活動に力を入れて
います。学区内で気をつけてほしい
ところを書いた防犯マップを配布し
たり、子どもの避難場所を示した看
板を掲げるなど防犯にも力を入れて
います。また、夏祭りを行い、人々の
交流と輪づくりに励んでいます。

陵
りょう

ヶ
が

岡
お か

学区
学区内に商店がほとんどないので、
高齢者も気軽に利用できるように
「私たちでお店をつくろう」と、コン
ビニ前の駐車場等の場所を利用して、
八百屋さんやお魚屋さんなどに巡回
で来てもらえたらと考えました。
また、学区の名所を生かして、名
物をつくって売ってはどうかという
アイディアも出ました。

大宅
お お や け

学区
たくさんの課題のうち、今回は

「防災」について考えました。迷惑駐
車が多い地域、消火栓の位置、消防
車のルート等を確認して現状を把握
し、啓発をしたいと考えています。
消防署、警察署にも相談して、連携
できるところは連携して進めていきた
いと考えています。

百々
ど ど

学区
子どもと高齢者がふれあえるまち
を目指し、子どもたちが遊べるビオ
トープと昔の生活を教えてもらえる
「子ども昔体験村」をつくっています。
つくるにあたっては、いろいろな考え
方の方がおられ納得してもらうのが
大変ですが、たくさんの人に集まって
もらいたいと、町内ごとに何度も説明
会を開いて説明しています。

山階
さ ん か い

南
みなみ

学区
住宅地の中心に高圧電線が走って
いるのが心配です。要望もしていき
たいので、地域の中で話し合ってい
ます。また、路上駐車が多く見通し
が悪い場所がありますので、パト
ロールをしています。
子どもの頃から意識を高めること
が大切だと思うので、地域の子ども
は地域で育むという形で取組をして
います。

勧
か ん

修
しゅう

学区
勧修学区の生活は勧修学区で支え
られるようになればと考えています。
学区の農産物を活用し、商業施設や
団地、区役所等で、みんなが利用で
きる朝市のようなことを、自治連が中
心になってできればと考えています。

＊　＊　＊

セミナー終了後も、このセミナー
で話し合った内容を学区の他の
方々に伝えるための報告会を開催
された学区、学区版の地域まちづ
くりセミナーを計画されている学
区など、具体的な計画を立てて活
動され始めるなど、継続した取組
につながっているようです。セン
ターでは、今後も皆さんのまちづ
くり活動を応援していきたいと考
えています。

地域まちづくり活動のきっかけ
づくりを目的に開催するこのセミ
ナーは、平成10年度以降、5回目
を数えました。平成15年度から
は、「景観・まちづくり大学」のセ
ミナーの一つとして開催します。
山科区の11学区58名の方々に
ご参加いただいた平成14年度の
セミナーでは、学区ごとに話し合
い、まちづくり専門家と共にまと
めた学区の将来像を次のように発
表していただきました。（発表順）

あなたのまちのまちづくり地域まちづくりセミナー
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あなたのまちづくり拝見

鏡山学区は山科区の北西部に位置し、概ね北は三条通、
南は五条通、東は京都薬科大学、西は東海道線に囲まれ
た地域です。渋谷街道や五条別れは人々の往来も激しく、
西国三十三所番外札所である元

がん

慶
け い

寺
じ

に巡礼する人で賑
わってきました。また早くから住宅地開発が進んだ地域
であり、そのため地域に移り住んで来た方々と旧来から
お住まいの方々とが良好なコミュニティを築いている地域
だといえます。

鏡山学区のほぼ真中に、「六
ろく

兵
べ

ヱ
え

池
い け

公園」という公園が
あります。陶芸家の清

きよ

水
み ず

六
ろ く

兵
べ

衛
え

氏の邸宅の隣にあった用
水池を活用して平成9年につくられました。公園の中には
せせらぎがあり、地域の方々の憩いの場となって親しま
れています。
この公園ができてからもうすぐ6年になりますが、これ
まで雨天時以外は毎月2回欠かさず、周辺の4町内で分担
して清掃活動を行っています。この公園の掃除に当初
から参加している角道博一

かく ど う ひ ろ く に

さんにお話を伺ったところ、

「最初は4～5人で作業をしていました。ボランティアで
しているのですが、最近はずいぶん人が増え、毎回25～
30人ぐらい来てくれるようになりました。これが最大の
成果です」とのこと。続けて参加することで、互いの顔
がだいたい分かるようになり、町内でもあいさつするよ
うになったそうです。
平成15年度からは、「環境美化推進委員会」を立ち上げ、
学区内全体で公園を維持していくことになりました。

また、この公園で夏になると開催される「鏡山こども
祭」は、毎年2500人近くの人が訪れる、地域のメインイ
ベントの一つとなっています。子どもと大人、子ども同
士、大人同士のつながりやふれあいが希薄になってきて
いると感じ、学区民が一堂に会する機会をと平成11年の
夏から始められ、今年で5回目の開催となりました。「こ
ども祭」という名称ではありますが、子どもを通じてそ
の両親や近所の人も参加し、幅広い世代の交流の場と
なっているそうです。
しかし何と言っても「こども祭」は子どもたちが主役で
す。屋台で売られる食べ物やジュースの食券を売るのは
子どもたちです。実際のお金をやりとりすることで、売
り買いのおもしろさと責任感を身に付けます。公園内の
せせらぎには金魚を放ち、子どもたちによる素手でのつ
かみどり大会や、地域の中学生によるブラスバンドの演
奏も行われ、賑やかに一日が過ぎていきます。
自治連合会副会長の岩

いわ

崎
さ き

泰
や す

大
お

さんは、「大人の楽しみ
は、祭の準備で思い出の良い汗をかくことです。子ど
ものため、地域のためにと準備することで団結します。
大変ですが、苦あれば楽ありといったところでしょう

鏡山学区のまちづくり

六兵ヱ池公園をみんなで清掃しています

学区の憩いの場を、みんなできれいに

鏡山学区の歴史

陵ケ岡学区 
安朱学区 

音羽学区 

西野学区 
山階 
 学区 

山階南学区 

音羽川学区 

大塚学区 

大宅学区 

小野学区 

百々学区 

勧修学区 

滋賀県 
大津市 

伏見区 

三条通 
　
五
条
通（
国
道
1
号
線
） 

名神
高速
道路
 

鏡山学区 

外
環
状
線 

京阪京津線京阪京津線JR東海道
本
線

（
琵

琶
湖線
）

東海道新幹線

地
下
鉄
東
西
線

地
下
鉄
東
西
線

山
科 

東
野 

小
野 

醍
醐 

椥
辻 

御陵 

山科 

山科 四宮 
追分 

山科区の各学区

住民主体のまちづくりを様々な視点から紹介するこのコーナー。
今回は、学区内にある公園を核として、夏祭りや清掃活動などを行い、子どもたちをはじめとする、幅広い世代

の交流を図りながら地域での取組を進めておられる山科区の鏡山学区を紹介します。

「鏡山こども祭」で幅広い世代の交流を

かがみやま
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の署長さんや地域課長さんをはじめ、多くの署員さんか
らパトロール中の心得等について学び、何度も研修会・
勉強会を開催しました。また、防犯推進協議会や少年補
導委員会、交通安全対策協議会、消防団等の各種団体や
区役所とも連携しながら10日間ほどのパトロールが行わ
れました。この取組は今後も続けていく予定だそうです。

自治連合会の会長である小
お

川
が わ

朝
と も

治
は る

さんにお話を伺った
時、「うちの学区には企画がうまい人がいます。その企画
を受けてさっと段取りをしてくれる人もいます。40代、
50代の若手も多く元気な学区です」と話されていました。
実際にその方々にお会いして、ますますその感を強めま
したが、人の得意分野をうまく生かし、つなぎあわせて
活動をされている地域だと感じました。

次世代のまちづくりを担う子どもたちに、地域に愛着
を持ち、責任を持って取り組む姿勢を伝える鏡山学区の
まちづくり。子どもたちを暖かく見守る地域の大人たち
のまなざしに、まちの将来を見据えた確かな意志を感じ
ました。

か」と話されます。
祭の最後は、自分たちで出したゴミは自分たちで持ち
帰ろうと、子どもたちもゴミ拾いをしてから帰ることに
なっているそうです。

鏡山学区の特徴として、学区内にある京都薬科大学と
の交流があります。当初学区内にありながら、どのよう
なことをしているのか、よく分からない存在でしたが、
大学の校舎の建替えに関して自治連合会に話が持ちかけ
られたのをきっかけに地域との交流が始まったそうです。
大学生が小学校の理科の授業で実験を教えてくれたり、
子どもたちが大学の構内や薬草園を見学したりしていま
す。大学の教室で学長から小学生にお話を聞かせてもら
えることもあるそうです。

平成14年の暮れに、「鏡山セフティパトロール」と命名
し、学区内の安全・安心の明るいまちづくりを目指し
てパトロールが発足しました。ちょうどその年の秋頃に
ひったくりが続出していたため、学区の有志に呼び掛け
てすぐさまパトロール隊を結成されたそうです。山科署

六兵ヱ池公園では、午前は幼
児の声、ゲイトボールに興ずる
声、午後は小学生、夕方は中学
生、大人の声。皆が笑い楽しい
一日を過ごしています。その公
園を皆で清掃し、いつもきれい
な我が学区です。幼児からお年
寄りまでがゆっくり遊べ、休め
る公園、安心・安全に歩ける道
路など、人間尊重のまちが実現
できればと思っています。
そんなまちが実現するには、常
日頃からの人の和を保つことが大
切だと感じています。

鏡山学区自治連合会
会長

小川朝治氏　

大勢の子どもたちでにぎわう金魚のつかみどり大会

京のまちの今昔物語

昭和12年頃。

列の中程の子どもが当時の西村さん。

現在の津軽町。
手前の長屋は当時から、電柱やマンホールの
位置もほとんど変わらないことが驚きです。

撮影場所
釜座通御池下る津軽町
（南を望む）

前号ご登場の中道さんにご紹介いただい

た西村元一
にしむらもとかず

さんにお話を伺いました。

写真は夏の朝に毎日行われていたラジオ

体操の風景。当時のラジオ体操は昭和3年

に逓信省（現在の日本郵政公社）によって

作られたもので、今とは異なるものでした。

参加者は町内の方で、当時は誰が嫁に行っ

たとか、町内のことはお互いにみな知って

いたとのこと。

このあたりは染色関係者が多く、写真に

写っているようなオート三輪を仕事に使っ

ていたそうです。

「京のまちの今昔物語」では、昔の写真から、現在の京都について考えることができればと思います。

皆さんのお宅のアルバムに、かつての京都をしのぶ古い写真がありましたら、是非お貸しください。

安全・安心のまちに向けて

それぞれの人の得意分野を生かして

地域の大学と交流する
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古民家の移築による集会所づくり
～神戸市長田区御蔵通5、6、7丁目のまちづくり～

震災前の御蔵通5、6、7丁目は、
長屋等が中心の下町情緒あふれるま
ちでした。しかし震災で家屋の8割
が焼失し、かつての面影は完全に失
われました。平成7年3月に御蔵通5、
6、7丁目に土地区画整理事業の都市
計画決定が行われ、それに基づき町
づくり協議会が設立されました。住
民はボランティアと共に、手探りの
状態から事業内容や今後のまちづく
りについて勉強会を始めました。

土地区画整理事業により御蔵通
5、6、7丁目は格子状のまちに変わ
りました。しかし、町づくり協議
会では地域の絆を大切にしたまち
づくりへの意識が高まり、土地区
画整理事業に関する協議の場とし
てだけでなく、自分たちの力でま
ちをつくっていく協議会へと変
わっていきました。また住民とボラ
ンティアとの連携が深まる中、平成
8年4月にはボランティア団体「ま
ち・コミュニケーション」が設立
され、住民のまちづくり活動を支
援するネットワークができました。
そして土地区画整理事業によって
生まれた御蔵北公園を、ワークショッ
プ等を通じて自分たちで作りまし
た。共同再建住宅「みくら5

ファイブ

」や慰

霊モニュメントの建設も同様のプ
ロセスで行われ、汗を流し、力を
出し合って物事に取り組む経験を
通じて住民相互の絆、地域への愛
着が深まりました。
現在では、町づくり協議会は自

治会と連携して住民主体のまちづ
くりのメニューを検討し、また
「まち・コミュニケーション」は地
域住民との連携により、コミュニ
ティスペース「プラザ5」を運営し、
ふれあい喫茶や絵手紙教室等を開
催し、住民の交流の場を提供する
とともに新しい地域住民がまちづ
くり活動に関われるようにする橋
渡し的な役割、他地域との情報交
換やネットワークづくり等の役割
を果たしています。平成14年度に
はこうした取組が、防災に配慮し
たまちづくりに取り組む自治体や
コミュニティに対して総務省から
贈られる「防災まちづくり大賞」
の最高賞にあたる総務大臣賞を受
賞しました。

こうした活動が認められ、神戸
市から用地は市が提供し、建物は
自治会が所有するという形で集会
所を作らないかという話が持ちか
けられました。これは地域のまち
づくり活動の一大プロジェクトと
なりました。各地の集会所を見て
回る中で古民家を移築した集会所
に出会い、自分たちも懐かしくみ
んなが集いやすい空間だと感じた
ところから古民家移築による集会
所建設に到りました。集会所にふ
さわしい古民家をボランティアと
してまちづくりに関わってくれて
いる建築家に紹介してもらい、平
成14年8月に住民約30名、ボラン
ティア約60名の総勢約90名で兵庫
県香住町まで解体に出かけました。

平成15年4月までには住民が中心
となって瓦の選別や土壁の土を練
る作業も行いました。建設着工は
平成15年6月の予定ですが、これ
からもみんなで汗を流し、力を合
わせて作業を行う予定です。

今までは土地区画整理法に基づ
く町づくり協議会が中心となって
まちづくりが進められてきました
が、この協議会は事業の終了とと
もに解散予定です。今まで培って
きた活動の成果、住民とボラン
ティアが一体となったまちづくり
は、今後は自治会に引き継いでい
きたいと考えておられます。

お話を伺って、自分たちの手を
動かし、互いにできることを持ち
寄ってまちをつくっていくことの
充実感を感じるとともに、住民参
加から住民主体のまちづくりへと
進んでいく過程を見たような気が
します。その中で、地域に根ざした
住民と、多様なネットワークを持っ
たボランティアとの連携のあり方
が重要ではないかと感じました。

古民家移築による集会所建設

これからの
まちづくりについて

住民・ボランティアが一体
となったまちづくりの推進

阪神淡路大震災と
土地区画整理事業

阪神淡路大震災以後、住民とボランティアが一体となって、「自分たちの手でつくるまちづくり」を実践されている
神戸市長田区御蔵通5、6、7丁目からお知恵を拝借します。御蔵通5、6、7丁目「町づくり協議会」会長の田

た

中
な か

保
や す

三
ぞ う

さ
ん、ボランティア団体「まち・コミュニケーション」の皆さんにお話を伺いました。

集会所の土壁用の土をみんなで練りました

住民とボランティアが一緒になって解体作業を行いました

みんなでつくった御蔵北公園

お知恵拝借
～
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上京区の智恵光院通下立売を西へ向かうと、まるで異
次元の山里を見るかのような古い苔むした水車が回って
いるのが目に入る。隣には現在でも職住共存で商売をさ
れている山中油店があり、その向かいに「京・町家文化
館」がある。
この京町家は、以前は所有者である山中油店さんが貸
家とされていたもので、平成14年5月に改修を終え、
「京・町家文化館」として新たにオープンした。
「京・町家文化館」への生まれ変わりは、副館主で山
中油店（5代目山中平三氏）の長女である高島

たか し ま

恵美子
え み こ

さん
の「京町家の暮らし・文化を広く多くの人に知ってほし
い」という想いから始まった。手の入れられていなかっ
た京町家をレストランやカフェとして新しく活用するこ
とも京町家の保全・再生として大切だが、京町家で培わ
れてきた文化や暮らしを伝えていくことも大切ではない
かと感じたとのこと。当初はそのまま貸家とする話も
あったが、高島さんの文化的な情報発信の拠点として使
いたいという熱意から、「京・町家文化館」がオープ
ンする運びとなった。
オープン以来、京町家について知りたいという来訪者
や外国からの来訪者も多く、新しい出会いと共に京町家
における暮らしを実際に目で見て、触って、感じながら
学ぶところが多いという声に喜んでいるとお聞きした。
夏でも風が通るので冷房が要らないこと、京町家での暮
らしやしきたり、旧

ふる

い京町家ならではの素材の持つ様々
な生活の音、重々しい鍵の音など、高島さんから京町家
での暮らしについて実感のこもった説明と、現在も生活
の場として使われている山中油店での職住共存の様子も
説明を聞かせていただける。平成15年4月からはそれま

で随時見学を受け付けていたのを、月・金曜日の週2回
を開館日として予約制で見学を受け付けることも始めら
れた。また月1回、「京・町家文化館」を主会場として
京都の文化と歴史に関する講座も開講されている。かつ
てこの地域周辺は、平安時代から江戸時代にかけて由緒
ある建物が建っていたこともまだ知られておらず、地域
の人も地域の歴史について学ぶべきことが多いと認識さ
れている。地域の歴史を知ることで、地域を大事にして
いこうという気持ちが生まれるのではという期待も大き
な動機となって、現在、様々な機会を作って情報発信を
行う一方、「京・町家文化館」前の駐車場を利用した地
場産野菜を中心とした朝市、「町家カフェ」などのイベ
ントも開催されるなど、地域のまちづくりとのかかわり
も深い。
建物は、築90年の中二階の京町家で、むしこ窓やべ

んがら格子、通り庭、大
おお

戸
ど

と潜
くぐ

り戸
ど

など貸家として使用
していた当時の庶民的な形式を残し、おくどさんの復元
や、火袋をそのままに残すなど、京町家での昔ながらの
暮らしを体感できるものになっている。改修にあたって
は、自然素材で作られた京町家の良さを生かすために、
改修素材も柿渋や漆を用いるなど細部にまで自然素材へ
のこだわりを見せている。改修に携わった職人さんも、
自分の孫の代に京町家の改修の伝統的な技術を伝えたい
という想いをもって取り組まれ、古き良きものを育む技
術を新たな世代に伝えていく契機にもなった。
今後の抱負として、地域のまちづくり活動や、京町家
の保全・再生の活動をされている方々、大学などの研究
機関とも連携し、大きなネットワークの中で京町家での
暮らし・文化について情報を発信し、さらに多くの人々
と交流していきたいと語られた。
開館以来、約1年で延べ1,500人が訪れられたとのこと。
この一帯は比較的良好に維持された町家が集まってお
り、「京・町家文化館」を中心に今後京都の町家文化の発
信拠点として大いに発展することが期待されている。
取材に当たった当センターも、「京・町家文化館」と

連携を図りながら京町家の保全・再生に向け取り組んで
いければと思う。

注1：明治期までの古い京町家の多くは2階部分が低く、その2階の表構えに　　
設けられた窓で、堅格子が土で塗りこめられており、それが虫籠のよう　
に見えることから称される。

注2：大きな荷物の搬出入のために「大戸」を、また、日常の出入りのために　
は大戸に設けられた「潜り戸」を利用した。

京町家の保全・再生の事例

～京町家での
暮らしを発信～
～京町家での
暮らしを発信～

京・町家文化館（上京区）

（注2）

（注1）
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本能学区では、これまでのまち
づくり活動の成果の一つとして、
平成14年に「地域協働型地区計
画」がまとめられました。その後、
この成果を多くの人に伝えるため
に取り組まれた「本能学区まちづ
くりのしおり」作成の活動につい
て、紹介します。

平成11年12月に結成されて以来、
「本能まちづくり委員会」は、「住み
たいまち　育てたいまち　働きたい
まち　本能」をスローガンにして、
まちの資源の再発見・共有、住民交
流の促進、まちなみの研究など多様
な取組を進めてきました。その成果
の一つとして、これまでの取組から
浮かび上がった学区民のまちに対す
る思いを、まちづくりの目標として
「地域協働型地区計画」にまとめまし
た。現在、その計画の実現に向け、
まちづくり活動を展開しています。

「本能学区まちづくりのしおり」は、
地区計画の内容をわかりやすく伝え
るために平成15年3月に作成された
ものです。学区民が中心となり、ア
ンケート調査や意見交換を行いなが
ら、記載内容、表現方法など、何度
も検討が重ねられました。「しおり」
には、継続したまちづくり活動を通
じて生まれた情熱や、より多くの人
に具体的に伝えたいという思いが詰
まっています。
この「しおり」は、①地区計画の
方針の実現に向け、学区民一人ひと
りの地域活動への積極的な参加を呼
び掛ける、②学区内で建築される方
へ、個々の敷地や建物は私的所有物
であるが、「まち」という公共空間の
構成に大きな影響力を持つものであ
るということを意識付け、地域の思
いを設計や工事に反映してほしいと

いうことを訴えかけるとともに、本
能学区の地域特性や生活文化を知る
情報源として使用してもらう、とい
う二つの目的を持っています。

以前から職住一致で暮らす人々が
多い本能学区は、日頃から自然と本
音も言い合い、融通もきく人間関係
をもとに、絆の強い自治組織があり、
活発に活動しています。本能学区は、
こうしたお付き合いを大切にして暮
らしてきた文化を、今後も大切にし
ていきたいと考えています。また、
近年、マンションが増加し、新しく
お住まいになる人は増えましたが、
まずは昔から住む人とお互いにあい
さつのできる関係づくりを目指して
います。

一方、地域の生活を守るためには、
本能学区の経済活動の活性化も大切
です。経済は低迷していますが、本
能学区のまちの資源の一つである染
めの技術などの力を見直し、地域の
特徴を様々な活動に生かそうとして
います。
さらに、現在残っている昔ながら
のまちの雰囲気や建物も大切にして
います。これは京町家などの古い建
物を残すだけでなく、「お隣さんに配
慮した建て方をする文化」、また、門
掃きや植栽など「通りへ配慮する文
化」などを継承していくことが大切
だからです。
こうした取組により、本能学区は

「住みたいまち　育てたいまち　働き
たいまち　本能」であり続けていき
たいと考えています。

本能まちづくり委員会の西嶋委員
長は「この『しおり』を委員会の教
科書とし、更に具体的に絞り込んだ
活動を進めることが大切だ」とおっ
しゃっています。
その具体的な活動として、人材や
個々の得意分野発掘にもつながる
「エコマネー（地域通貨）」や、地域
の横のつながりを活用し、職住共存
のまちであり続けることを目指した
「地域ブランド」の構築も目標の一つ
にあがっています。

まちづくりに情熱を燃やす本能学
区の人々が、自分たちのまちへの思
いをまとめ、自分たちの言葉で多く
の人に伝えていく。こうした取組は、
「わがまちに誇りを持ち、安心して生
き生きと暮らし続けるまちづくり」
のために、一番大切なことです。こ
うした住民による主体的な取組が継
続することによって、ますます本能
学区らしいまちになると大いに期待
されます。

「本能学区まちづくりのしおり」の作成
～「住みたいまち　育てたいまち　働きたいまち　本能」

であり続けるために～

本能学区が目指すまちのすがた

「しおり」は委員会の教科書

より多くの人により具体的に、
学区民の思いを学区民の言葉で

「本能まちづくり委員会」の取組

しおりの内容

◯本能学区のまちづくりのしお
り作成のねらい

◯本能学区の成り立ちや資源

◯本能学区の地区計画（地域協
働型地区計画）の内容

◯本能学区が目指すまちの姿

◯本能学区のまちづくりの方針

◯本能学区からのお願い

まちづくり提案



現在のバス交通は、増加する自動車
交通の集中による幹線道路の慢性的な
渋滞によって、定時性が悪化し利用者
が減少し、事業者がバス路線を廃止して
しまう事例が増えています。また、戦災
に遭わなかった京都のような都市で
は、中心市街地での居住者が多いにも
関わらず、道路の幅が狭く大型バスが通
行できないため、バス路線のないところ
が多く見られます。このような公共交通

が不便な地域において、運行している
バスを、コミュニティバスと呼んでいま
す。高齢者や障害のある人のニーズに
対応する他、大型の路線バスが入れな
いような細い街路に小型バスを使った
り、電気自動車を使用するなど環境保
全にも寄与するなどのメリットがあ
ります。

コミュニティバスは、ほとんどの場合、
事業者が採算上運行できない地区を自
治体が引き受け、きめ細かい公共交通

サービスを実現する形で広がりを見せて
います。いずれも、ほとんどが基本的に
は自治体が運営するか、住民組織が主
体でも自治体からの補助金を受ける運
営形態をとっています。
国内で先行する事例としては「金沢

ふらっとバス」（石川県金沢市）、「ムーバ
ス」（東京都武蔵野市）などがあります。
京都では醍醐コミュニティバスが、全

国で初めて、自治体の補助金を一切受
けず、住民組織が100％運営をするこ
とになり、新たな住民自治の表れとして
注目されています。
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万華鏡――幼き頃色紙の小片の
入った筒を覗きながら何度も廻して
は、その都度色紙の作り出す模様の
変化や色彩の妙に見入ったものであ
る。子供心にその仕掛けが不思議で
あった。中学・高校の修学旅行時は
もとより観光客として訪れた京都
は、常に幾つもの違った面を垣間見
せてくれたが、私にとってまさに日
本文化を体感させてくれる万華鏡で
あった。
縁あって京都に住んで5年。悠久
の歴史を誇る日本人の心のふるさ
と、国際文化観光都市、山紫水明の
都等、様々な冠が京都にはよく似合
う。一方で、147万人の人々が暮ら
し、学び、活動する日本有数のもの
づくり都市・大学の街である。また、
脆弱な財政基盤の下、福祉向上・産

業振興・交通渋滞解消・景観破壊対
策等多くの課題に直面する現代都市
でもある。住んではじめて分る「京
都の光と影」、そして魅力の幅広
さ・奥深さに驚嘆した。
京都の中に我が身をおいて感ずる
ことは、これまで幾多の試練に遭遇
しつつも、それぞれの時代に生まれ
育った人達が、古き良きものを守り
つつ新しきものを積極的に取り入
れ、都市の魅力を維持する努力を不
断に積み重ねてきたからこそ、今の
京都があるということである。伝統
を大切にする力と新しく生まれ変わ
る力との絶妙なブレンドが京都のま
ちの魅力の源泉であり、いわば万華
鏡の手入れを怠らなかったからでは
ないか。だからこそ、良好な環境・
京都の魅力を次の世代に残し、更に
光り輝かせることは、現代に生きる
我々の責務である。
幸い京都では様々な主体が活発に
まちづくり活動を展開しており、実
に頼もしい限りである。よきまちづ
くりは住む人の地域への思いの深さ
に比例するといわれる所以である。
ただ、これほど価値観の多様化した
時代にあっては、地域への思いも一
様ではない。それだけに、まちづく
りには多くの時間と労力を要するこ
とになる。とりわけ大きく意見対立
する問題であるほど、住民間の合意
を完全には得られないとしても、せ
めて認識の共有化を図り、その上で

《センター解説アワー》

私と京都

京都市副市長

河内　　隆

“まちセン”に期待する

少しでも問題状況の改善を図ってい
く知恵を含む、合意形成に向けての
地道な努力が強く求められる。
市民・NPO・企業・行政の連携

の下、まちづくりを進めていく上で、
各主体間のかけ橋としての役割を中
核的に担うのが、（財）京都市景
観・まちづくりセンター（略称まちセ
ン）である。「ひと・まち交流館 京
都」の一角に本年6月、パワーアッ
プして登場する。これまで精力的に
取り組んできた京町家保全・地区計
画づくり等への支援、啓発はもとよ
り、マンション建設問題への対応、
人づくりに至るまで、大いに力を発
揮して戴きたい。京都を思う全ての
人々の取り組みの相互理解を深め、
まちなみ資源を生かした歴史都市再
生に向けてより洗練された共生・共
存のシステムづくりといった新たな
課題にも挑戦してほしい。京文化も
多様なものが渾然一体と混じり合う
中、想像を超えるような美しさに熟
成され、類を見ない様式美にまで高
められたのではないか。こうした
「個」を尊重しながらも相互に触発
し合いまち全体を光り輝かせる京都
の叡智を大切にしつつ、まちづくり
のリーディングスタイルを京都から
発信したいものである。“まちセン”
がそのための貴重な都市装置とし
て、まちづくりにおける万華鏡の役
割を果たすことを期待する――京都
が京都であり続けるために――。

コミュニティバスとは

課題は収益構造の確立

コミュニティバス
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京都市景観・まちづくりセンター

センターからのお知らせ

センターの取組内容をはじめ、まちづくりに関する様々な情報を発信す
るホームページ。平成15年6月に大幅にリニューアルして充実しました。
（詳細は3ページ参照）
皆さんからのまちづくり情報もお待ちしています。

ニュースレター 京まち工房 第23号　2003年6月　　編集・発行 （財）京都市景観・まちづくりセンター　　印刷　日本写真印刷株式会社

〒600-8127 京都市下京区西木屋町通上ノ口上る梅湊町83番地の1（河原町五条下る東側）
「ひと・まち交流館　京都」地下1階
TEL  075-354-8701
FAX 075-354-8704
e-mail : machi.info@hitomachi-kyoto.jp

●開館時間（相談の受付等）
9:00～21:30（月曜日～土曜日）
9:00～17:00（日曜日・祝日）

●休館日
毎月第3火曜日（国民の祝日にあたると
きは翌日）
年末年始（12月29日～1月4日）

なお、センターへのお越しの際は
公共交通機関をご利用ください。

京まち工房　ホームページをリニューアルしました。

http://machi.hitomachi-kyoto.jp

センターの仕事は、まちづくり
に関して「無から有へのうねり」
を作る、そんな「実体のないもの
からものを生み出す」という大変
な、並大抵のことでいかない仕事
という印象を持っていました。こ
の春、実際にセンターに勤務する
ことになり、大変なことになった、
これは開き直りしかないと思い、
今は元気に楽しく毎日が過ごせる
よう、構えず自然体で臨もうと思っ
ています。まちづくりという仕事
は、大上段に構えると大層だけれ
ども、人との出会いを育む場とい
う楽しい面もあります。
話は変わりますが、この春、子

どもたちが通っていた保育園が、
認可保育園となりました。産休明
け保育所のなかった亀岡市で、「く
わの実共同保育所」は生まれ、18
年間無認可保育所として、保母と

保護者で、認可運動を繰り広げる
一方、運営費を捻出するためのイ
ベントやバザーなど大変厳しい
日々の中存続してきました。この
度、「くわの実保育園」として認可
され、我々の労苦が実を結んだこ
とで、一種のまちづくりを達成し
た想いでいます。残念ながら、我
が子は卒園してしまいましたが、
一緒に取り組んだ仲間たちとの絆
は、何物にも代えがたい財産とな
りました。
センターでは、これからも各地

域のまちづくり活動が、より一層
広がるような取組や情報の交換・
発信ができる仕組みづくりなどを
充実していきたいと考えています。
大勢の方のセンターとなるように
したいと思っていますので、ぜひ、
お気軽にご利用ください。
（景観・まちづくりセンター事務局　Y・H）

センター語録

賛助会員の募集（平成15年度分）
平成15年度の賛助会員を募集してい
ます。
京都のまちづくりに貢献したい！セ

ンターの活動を応援したい！そんなあ
なたの熱意をお待ちしています。
［特典］
・ニュースレター（年4回・季刊）の送付
・冊子等センター発行物の割引
・ニュースレターでの活動紹介
・シンポジウム、セミナー等への優待

［年度会費］
個人1口：5千円　団体1口：5万円

まちづくりフレンズの募集
地域のまちづくりに関する各種イベ
ントや啓発・学習活動にボランティア・
スタッフとして参加していただける方
を募集・登録しています。

センター活動の新拠点のご案内

  京都市景観・ 
  まちづくりセンター 
「ひと・まち交流館　京都」 
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